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1. 離乳を取り巻く育児環境を理解する

2. 今どきの離乳食の進め方と支援を理解する

3. 乳幼児の食事の窒息事故と対応
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「Ⅱ 離乳の支援」 内容



結婚・出産等に係る支援体制の概要
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「授乳・離乳の支援ガイド 2019」厚生労働省 ｐ4 図７

離乳食期間
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厚生労働省「平成27 年度 乳幼児栄養調査結果の概要」ｐ10 図10
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厚生労働省「平成27 年度 乳幼児栄養調査結果の概要」ｐ11 図11



離乳の定義

•離乳とは、成長に伴い、母乳または育児用ミルク等の乳
汁だけでは不足してくるエネルギーや栄養素を補完する
ために、乳汁から幼児食に移行する過程をいう。

（「授乳・離乳の支援ガイド2019」）

• 類似用語

「断乳」…母乳や育児用ミルクを与えることを、母親の意志でやめること

「卒乳」…赤ちゃん自身が母乳や育児用ミルクを欲しがらなくなり、赤ちゃんの意志

で授乳を卒業すること
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授乳・離乳支援の基本

⚫子どもによって成長パターンが異なるので、画一的にならないように
留意する。（例えば、月齢で判断せず、一人一人の成長をみて判断する
など）

⚫健やかな親子、親子関係の形成、育児に自信が持てるような支援を行
う。

⚫こども自身の「食べる力」を育むための支援を推進する。
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保育園や幼稚園からは、噛めない子、飲み込めない子の対応で
困っているというご相談がよくあります。離乳の進め方の段階で
支援が不十分であったことが影響していると考えられるケースが
あるため、離乳の基本を確実に伝えられるようにしましょう。



離乳食の目的

①乳児の成長に伴い、乳汁では不足する栄養素を補
充する

②咀しゃく機能を始めとする、固形物を摂食できる
機能を育む

③規則的な食習慣を確立する

④精神の発達を助長する
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• 食事を規則的にとり、生活リズムを整え、食べる意欲を育み、食べる
楽しさを体験することを目的として、4つの段階に分けて進めてい
く。

離乳初期（5～6か月頃）【ごっくん】

離乳中期（7～8か月頃） 【もぐもぐ】

離乳後期（9～11か月頃） 【カミカミ】

離乳完了期（1歳～1歳6か月） 【パクパク】

• 離乳後期から、手づかみ食べ、みんなで食べる共食の楽しさなど伝え
ていく。 9

離乳の進行



•開始と完了時期の目安

•各進行時期と１日の回数と量
•選択食品の種類と組み合わせ

•各進行時期と食物の固さ
•調理方法と形態
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離乳の進め方の目安 指導のポイント
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厚生労働省「授乳・離乳の支援ガイド 2019」ｐ34

離乳の進め方の目安（2019～）
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「厚生労働省 授乳・離乳の支援ガイド2019」ｐ34

①離乳期名称が復活
2007年ガイドの離乳期を示す月齢区分は、

「呼び名などがないと説明しにくい」とい
う意見から、2006年以前に使用していた区
分名称（離乳初期・離乳中期・離乳後期・
離乳完了期）に変更した。

②「共食」を追加
家族だけに負担をかけることがないように、

家族に限定せず、誰かと一緒に食べるということ
を伝えるために追加された。

④離乳初期に「卵黄」が追加
小児食物アレルギーの研究成果か
ら、卵黄の食べ始める時期が離乳中期
から初期に変更になった。表中の表記
を加熱した卵黄とする議論もあった
が、「卵黄」とした。説明本文には
「固ゆでした卵黄」であることを追記
した。

③離乳完了期の主食重量変更
離乳後期と完了期のギャップを埋める

ため、「軟飯90g」から「軟飯80g」へ変
更した。

⑤新規に、歯の萌出の目安と
摂食機能の目安が追加

①

②

③

④

⑤

2019年ガイドの変更点
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• 離乳中期（生後7～8か月）頃から乳歯が生え始める

• 離乳後期（1歳前後）で前歯が、上下が8本揃う

• 離乳完了期（1歳6か月頃）に奥歯が生え始める

• 離乳完了期後半（1～1.5歳頃）第一乳臼歯（奥歯）が生え
る。

• 歯を使って食べるようになるのは、離乳完了期以降であ
る。

• ３歳までに２０本が生え揃う。咀しゃく機能の完成は3歳
頃と考える。

歯のイラスト出典：歯医者さん向け無料イラスト (dental-sozai.com)

10ヶ月

11ヶ月

1歳6ヶ月

1歳4ヶ月

2歳5～6ヶ月

生歯の時期の目安

歯の萌出時期の目安
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摂食機能の目安

• 離乳初期、口を閉じて、食物の取り込みや飲み込みができるようになる。
• 舌は前後に動くのみであるが、口に入った食物を舌で前から後へ送り込むことが

できる。かたまりは飲み込めず、口から出してしまう。

• 離乳中期、舌と上あごで、食物をつぶすことができるようになる。
• 舌・あごの動きは前後から上下運動に移行し、それに伴い口唇は左右対称にひか

れるようになる。

• 離乳後期、歯ぐきで、食物をつぶすことができるようになる。
• 舌で食べ物を歯ぐきの上にのせられるようになるため、歯や歯ぐきで潰すことが

出来るようになる。
• 口唇は左右非対称の動きとなり、噛んでいる方向に依っていく動きがみられる。

• 離乳完了期、歯を使えるようになる。

離乳初期

離乳中期

離乳後期



• 食品は、子どもが口の中で押しつぶせるような固さになるよう加熱調理
をする。

• 初めは「つぶしがゆ」とし、慣れてきたら粗つぶし、つぶさないままへ
と進め、軟飯へと移行する。

• 野菜類やたんぱく質性食品などは、始めはなめらかに調理し、次第に粗
くしていく。

• 離乳中期頃になると、つぶした食べ物をひとまとめにする動きを覚え始
めるので、飲み込みやすいようにとろみをつける工夫も必要になる。

15

離乳食の調理形態



• 離乳の進行に応じて、食べやすく調理したものを与える。

• 離乳の開始時期は、調味料は必要ない。

• 離乳の進行に応じて、食塩、砂糖など調味料を使用する場合は、それぞ
れの食材のもつ味を生かしながら、薄味で調理する。油脂類についても
少量の使用とする。

• 細菌への抵抗力が弱い時期であるため、調理を行う際には衛生面に十分
に配慮する（食中毒発生の予防）。

• 栄養士が、離乳食の作り方の提案をする場合、その家庭の状況や調理す
る者の調理技術等に応じて、負担感が大きくならないように、手軽に美
味しく安価でできる具体的な提案が必要である。
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離乳食の調理



•離乳の開始とは、なめらかにすりつぶした状態の食物を
始めて与えたときをいう。

◆開始時期の子どもの発達状態の目安（サイン）
• 首のすわりがしっかりして寝返りができる
• ５秒以上、自立して座れる
• スプーンを口に入れても舌で押し出すことが少なくなる

（哺乳反射が減弱してきます）
• 大人が食べている食べ物に興味を示す
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離乳の開始

イラスト：「生後5か月からの離乳スタートガイド」厚生労働省



• 生後５～６か月頃が適当である。ただし、個人差があるので、
月齢は目安とし、子どもの状態をよく観察しながら、子どもが
「食べたがっているサイン」に気がつくように、進められる支
援が重要である。

◆与える食品の注意事項

• 果汁やイオン飲料を与える栄養的な意義は認められていない。

•授乳期・離乳期とも、イオン飲料の摂取の必要性はない。

• イオン飲料の多量摂取によるビタミンB1欠乏が報告されている。

• はちみつは、乳児ボツリヌス症の危険があるので、1歳を過ぎるまで
は与えない。
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離乳開始時期の注意点



• 離乳食を飲み込むこと、その舌触りや味に慣れることを目的とする。

• 母乳、育児用ミルクは、授乳のリズムに沿って、子どもが欲するまま
に与える。

• 食べ方は、口唇を閉じて、補食や嚥下ができるようになり、口に入っ
たものを舌で前から後ろへ送り込むことができる。

• 母乳育児の場合、生後６か月の時点で、ヘモグロビン濃度が低く、鉄
欠乏を生じやすく、ビタミンDも欠乏しやすい。

•離乳の開始時期、特定の食物摂取時期を遅らせても、食物ア
レルギーの予防効果はない。
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離乳初期（生後5〜6ヶ月頃)
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• 介入試験の方法

卵投与群
加熱全卵粉末 50ｍｇ

（ゆで卵全0.2g相当）

かぼちゃ粉末投与群 かぼちゃ粉末投与群
（プラセボ） （プラセボ）

Natsume O. et al The Lancet ,Volume 389, p276–286, 2017 

（月齢）4 ６ ９ １２

生後4ヶ月までに
アトピー性皮膚炎
を発症した乳児の

参加を募集、
介入前検査

ラ
ン
ダ
ム
割
付

卵投与群
加熱全卵粉末 250ｍｇ

（ゆで全卵1.1g相当）

主要評価項目 卵アレルギー発症率（加熱全卵粉末7ｇ負荷試験）

国立成育医療研究センターアレルギー科 夏目統（おさむ）医員らが2016年に実施した研究

離乳早期から卵を摂取すると卵アレルギーが
予防できるか？ 日本人での研究結果
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Natsume O. et al The Lancet ,Volume 389, p276–286, 2017 

対象児全員（121人） 卵IgEの感受性なし（36人） 卵IgEの感受性あり（79人）

卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
率

（％）

プラセボ
（23/61）

卵
（5/60）

プラセボ
（3/12）

卵
（2/24）

プラセボ
（20/46）

卵
（3/33）

38%

8% 8% 9%

25%

43%
p=0.0001 p=0.001p=0.3150

40

30

20

10

0

1歳時点での卵アレルギーの発症率

卵群では、1歳時点での卵アレルギーの発症率は低かった



• １日１回、１スプーンから与える。１日１回は、お昼前が適切な時
間。

• 食べさせ方は、スプーンを下唇に置き、赤ちゃんが口を開けて取りこ
むまで待つ。無理やり口の中に入れない。

◆スプーンでの与え方の手順

① スプーンで軽く下唇に触れ、軽くトントンとサインを送る。

② 口を開けたら、水平に下唇にスプーンを置く。

③ 上唇がおりてきて、離乳食を取り組むのを確認する

④ スプーンをゆっくり引き抜く。口の端からこぼれたら、何度でもす
くい入れる。スプーンを上唇にこすりつけたり、口の中に入れない
ように気をつける。
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離乳初期 食事の与え方



• おもゆやおかゆをすりつぶした「つぶし粥」から始める。 固さは、ポ
タージュの固さ程度である。

• 慣れてきたら野菜をすりつぶしたものを与える。いつも同じ野菜にな
らないように種類を変えたほうがよいが、苦みや灰汁の強い野菜は控
える。

• 甘い果汁は、お腹がいっぱいになってしまうので、この時期は与えな
い方がよい。

•卵は卵黄だけを使用し、よく火を通して与える。卵は加熱することで
アレルギー性が低下する。

• 母乳育児を行っている場合は、適切な時期に離乳を開始し、鉄やビタ
ミンDの供給源となる食品を積極的に摂取する。
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離乳初期 食事の注意点



• 舌でつぶせる固さ（おかゆやプリンや豆腐の固さ）のものを
与える。

• 離乳食は１日２回与えて、生活リズムを確立していく。

• 授乳のリズムに沿って、母乳は子どもの欲するままに、育児
用ミルクは1日3回程度与える。

• 食べ方は、舌・顎の動きは前後から上下運動に移行し、それ
に伴い口唇は左右対称にひかれるようになる。

• 食べさせ方は、離乳食用平らなスプーンを下唇にのせ、上唇
が閉じるのを待つ。
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離乳中期（生後７～８ヶ月頃)



• つぶした食べ物を口の中で、ひとまとめにする動きを覚え始
めるので、飲み込みやすいようにとろみをつける工夫も必要
になる。

• １日２回食に進む頃には、穀類（主食）、野菜（副菜）・果
物、たんぱく質性食品（主菜）を組み合わせた食事とする。

• 家族の食事から調味する前のものを取り分けたり、薄味のも
のを適宜取り入れたりして、食品の種類や調理方法が多様と
なるような食事内容とする。
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離乳中期 食事の注意点



• 離乳が進むにつれ、魚は白身魚から赤身魚、青皮魚へ、卵は卵
黄から全卵へと進めていくが、生で与えず、火を通して与え
る。

• 食べやすく調理した脂肪の少ない肉類、豆類、各種野菜、海藻
と種類を増やしていく。脂肪の多い肉類は少し遅らせる。

• 野菜類には緑黄色野菜も取り入れていく。

• ヨーグルト、塩分や脂肪の少ないチーズも用いてよい。牛乳を
飲用として与える場合は、鉄欠乏性貧血の予防の観点から、１
歳を過ぎてからが望ましい。（牛乳を飲みすぎて離乳食が食べ
られず、鉄の摂取ができなくなることを防ぐ。）
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離乳中期 食事の注意点 つづき



• 離乳食は１日３回にし、食欲に応じて、離乳食の量を増やす。

• 歯ぐきでつぶせる固さ（バナナ、おかゆの固さ）のものを与える。

• 離乳食の後に母乳又は育児用ミルクを与える。このほかに、授乳のリ
ズムに沿って母乳は子どもの欲するままに、育児用ミルクは１日２回
程度与える。

• 食べ方は、舌で食べ物を歯ぐきの上にのせられるようになるため、歯
や歯ぐきで潰す ことが出来るようになる。

• 口唇は左右非対称の動きとなり、噛んでいる方向に依っていく動きが
みられる。食べさせ方は、丸み（くぼみ）のある離乳食用のスプーン
を下唇にのせ、上唇が閉じるのを待つ。
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離乳後期（生後9～11ヶ月頃)



• １日の栄養量の６～７割を摂取する。

• １歳近くになったら、間食は時間を決めて与える。

• ほとんどの子が遊び食べなどの行動を経験する。

言葉かけやサポートをして上手に対応する。

• フォローアップミルクは母乳代替食品ではなく、離乳が順調に進ん
でいる場合は、摂取する必要はない。

• 離乳が順調に進まず鉄欠乏のリスクが高い場合や、適当な体重増加
が見られない場合には、医師に相談した上で、必要に応じてフォ
ローアップミルクを活用する。
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離乳後期 食事の注意点



• ９か月以降離乳期に飲む不足しがちな栄養素を補うためのミルクであ
り、乳児期に飲む母乳代替食品（育児用ミルク）ではではない。

• 離乳が順調に進んでいる場合は、摂取する必要はない。

• 離乳が順調に進まず鉄欠乏のリスクが高い場合や、適当な体重増加が
見られない場合には、医師に相談した上で、必要に応じてフォロー
アップミルクを活用する

• フォローアップミルクの鉄含有量（６商品平均9.0mg/100ｇ）は育児
用ミルク（平均6.5mg/100ｇ）の約1.4倍である。
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フォローアップミルクは必要な子のみ



• 手づかみ食べは、生後９か月頃から始まり、１歳過ぎの子どもの発育及び発達にとって、積
極的にさせたい行動である。

• 食べ物を触ったり、握ったりすることで、その固さや触感を体験し、食べ物への関心につな
がり、自らの意志で食べようとする行動につながる。

◆手づかみ食べのできる食事の用意
• ご飯をおにぎり、野菜類の切り方を大きめに切るなど
• 前歯を使って自分なりの一口量を噛みとる練習をする
• 食べ物は子供用のお皿に、汁物は少量入れたものを用意する

◆汚れてもよい環境を
• エプロンをつけたり、テーブルの下に新聞紙やビニールを敷くなど、片付けしやすいように準備する

◆食べる意欲を尊重する
• 食事はたべさせるのではなく、子ども自身が食べるものであることを認識して、子どもの食べるペース

を大切にする
• 自発的に食べる行動を起こさせるには、空腹を感じていることが基本、たっぷり遊んで、規則的な食事

リズムを保つ
30

離乳後期以降
～手づかみ食べ支援のポイント～



• 離乳の完了とは、形のある食物をかみつぶすことができるようになり、
エネルギーや栄養素の大部分が母乳又は育児用ミルク以外の食物から
摂取できるようになった状態をいう。離乳の完了は、母乳又は育児用
ミルクを飲んでいない状態を意味するものではない。

• 食事は１日３回となり、その他に１日１～２回の補食を必要に応じて
与える。

• 母乳又は育児用ミルクは、子どもの離乳の進行及び完了の状況に応じ
て与える。

• 食べ方は、手づかみ食べで前歯で噛み取る練習をして、一口量を覚え、
やがて食具を使うようになって、自分で食べる準備をしていく。
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離乳完了期（12～18か月）



• ベビーフードは、市販の離乳食であり、各月齢の子どもに適すような
固さに調整されて、多様な製品が市販されている。

• 「平成27年乳幼児栄養調査」において、離乳食について何かしらの
困ったことがあると回答した保護者は74.1％であり、「作るのが負担、
大変」と回答した保護者の割合は最も高く、33.5％であった。

• 離乳食は、手作りが好ましいが、ベビーフード等の加工食品を上手に
使用することにより、離乳食を作ることに対する保護者の負担が少し
でも軽減するのであれば、それも一つの方法である。

• 手軽に使用ができる反面、そればかりに頼ることの課題も指摘されて
いることから、ベビーフードを利用する際の留意点をふまえ、適切な
活用方法を周知することが重要である。
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ベビーフードの利用



ベビーフードの一例 生後５か月

レトルト食品

瓶詰め食品

乾燥食品食品
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ベビーフードの一例 おやつ
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35
「厚生労働省 授乳・離乳の支援ガイド2019」Ｐ35
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「厚生労働省 授乳・離乳の支援ガイド2019」Ｐ35



37「生後5か月からの離乳スタートガイド」厚生労働省
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「生後5か月からの離乳スタートガイド」厚生労働省



39
出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」平成29年3月

食品による子どもの窒息事故が増えている

平成22 ～26 年までの５年間、子供（14 歳以下）の窒息死事故623 件のうち食品による窒息死事故は約17％（103 件)
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故の内訳
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故 事例 離乳食
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故 事例 菓子類
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故 事例 おやつ
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故 事例 果物
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故 事例 食べ方
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故を防ぐポイント
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

食品による子どもの窒息事故を防ぐポイント
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

教育・保育施設における子どもの食事中の注意事項

◆食事中の誤嚥に注意する
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教育・保育施設における子どもの食事中の注意事項

③ 食事の介助の注意点

出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」
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出典：消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」

教育・保育施設における子どもの食事中の注意事項



51出典：日本小児科学会 こどもの生活環境改善委員会「食品による窒息 子どもを守るためにできること」

窒息を起こしやすい食品
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窒息を起こしやすい食品の与え方 切り方

出典：日本小児科学会 こどもの生活環境改善委員会「食品による窒息 子どもを守るためにできること」
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窒息を起こしやすい食品と与え方
丸いもの・つるっとしたもの

出典：日本小児科学会 こどもの生活環境改善委員会「食品による窒息 子どもを守るためにできること」

下線ありは、頻度が高い食品
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窒息を起こしやすい食品と与え方
粘着性あり・固い・弾力あり

出典：日本小児科学会 こどもの生活環境改善委員会「食品による窒息 子どもを守るためにできること」

下線ありは、頻度が高い食品
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窒息を起こしやすい食品と与え方
唾液を吸収してしまうもの

出典：日本小児科学会 こどもの生活環境改善委員会「食品による窒息 子どもを守るためにできること」
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窒息が起きてしまったとき

出典：日本小児科学会 「子どもの事故と対策」



1. 「授乳・離乳の支援ガイド 2019」厚生労働省

• 授乳・離乳の支援ガイド（2019年改定版） (mhlw.go.jp)

⚫ 概要

• 2007年に公表された「授乳・離乳の支援ガイド」 の運用から約10年が経過するなかで、科学的知見の集積、育児環境や就業状況の変化、母子保健施策の充実等、授乳及び離乳を取り巻く
社会環境等の変化がみられたことから、ガイドの内容を検証し、改定した。保健医療従事者、施設従事者など、支援にかかわる関係者向けにまとめられている

• 育児環境の変化は、「平成２７年度乳幼児栄養調査結果」 （厚生労働省）の内容が引用されている。

2. 「生後5か月からの離乳スタートガイド」厚生労働省

• 資材3 (mhlw.go.jp)

3. 消費者庁 News Release「食品による子供の窒息事故に御注意ください！」（平成29年3月）

• 170315kouhyou_1.pdf (caa.go.jp)

4. 公益社団法人 日本小児科学会 こどもの生活環境改善委員会「食品による窒息 子どもを守るためにできること」

• 20201030chissoku.pdf (jpeds.or.jp) （2020.10.25）

5. 公益社団法人 日本小児科学会 「子どもの事故と対策」

• 事故と対策 - 窒息 (kodomo-qq.jp)
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この講座の参考資料

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_04250.html
https://www.mhlw.go.jp/content/000808866.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/release/pdf/170315kouhyou_1.pdf
https://www.jpeds.or.jp/uploads/files/20201030chissoku.pdf
http://kodomo-qq.jp/jiko/index.php?pname=jiko_chissoku


以下の内容、正しければ〇、誤りならば×でチェックしてみましょう

① イオン飲料の多量摂取により、ビタミンB2欠乏になる。

② 卵黄は離乳中期から開始する。

③ 母乳育児の場合、生後9か月の時点で、ヘモグロビン濃度が低く、鉄
欠乏を生じやすく、ビタミンDも欠乏しやすい。

④ 牛乳を飲用として与える場合は、鉄欠乏性貧血の予防の観点から、１
歳を過ぎてからが望ましい。

⑤ 離乳後期以降、手づかみ食べをすることにより、前歯で一口量を噛み
とる練習もできる。
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この講座内容を理解できたかチェック



以下の内容、下線部は正しいでしょうか？誤っている内容は3つです。

① イオン飲料の多量摂取により、ビタミンB2欠乏になる。

② 卵黄は離乳中期から開始する。

③ 母乳育児の場合、生後9か月の時点で、ヘモグロビン濃度が低く、鉄
欠乏を生じやすく、ビタミンDも欠乏しやすい。

④ 牛乳を飲用として与える場合は、鉄欠乏性貧血の予防の観点から、１
歳を過ぎてからが望ましい。

⑤ 離乳後期以降、手づかみ食べをすることにより、前歯で一口量を噛み
とる練習もできる。
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この講座内容を理解できたかチェック ヒント


